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第 2 茸および第 3 章では, 空気式制御機器の中枢であるフラッパ ･ ノズル要素およびパイロット弁要素
の特性が理論的ならびに実験的に解析されている｡ すなわち, これらの要素を通過する空気の流れを断熱
流として取り扱い, 固定絞り係数, ノズル係数, 給気弁係数ならびに排気弁係数なる概念を導入 して, こ
れらの要素の静的および動的な力学的特性を明確にした｡ とくに, フラッパ ･ ノズル要素に関しては, 固
定絞りおよびノズルの内, 外径および長さの関数でもって固定絞り係数およびノズル係数を表現 し, さら
にフラッパ ･ ノズル要素の比例ゲインおよび時定数を求めるための簡易計算図を作成 した｡ なお, フラッ
パ ･ ノズル要素の設計基準を提案するとともに, この設計基準の妥当性について実験的に証明した｡





料力学的に考察 し, ブロック線図, 伝達関数ならびに比例ゲインを求めている｡ これを基礎として, この
変換器の比例ゲインに対する各定数値の影響率および出力に対する各種外乱の影響率を計算 し, これを実
験的に検証 している｡ その結果, 現在用いられている比例ゲイン変更の機構が理論的に妥当であること,





を使用するところに特徴がある｡ この空気式むだ時間発生装置の機構の原理を理論的に解析 し, それに基
づいて設計, 製作された装置は実験的に良好な結果が得 られたことが述べられている｡
なお, 細長導管系の理論的解析では, その空気圧力信号伝達特性を求めるのに便利な計算図をも作成 した｡
第 7 葦では, 電動機, 空気圧縮機, 空気槽, 制御装置および詞節弁でもって構成されている, ある実在
制御系に発生 した リミットサイクルを解析 している｡ この リミットサイクル発生の原因が空気式制御装置
の検出要素のもつバ ックラッシュ特性に起因することを実験的に確かめ, 等価伝達関数法によってこのリ
ミットサイクルの周波数および振幅を計算 した結果, 実在制御系で発生 したリミットサイクルのそれらと
近似的に一致することを見出している｡




本研究はかかる状況に対処 して, 空気式制御装置, 空気式力平衡型差圧変換器ならびにこれらの構成要
素の力学的挙動について, 空気力学的ならびに材料力学的基礎に立脚 して, 綿密なる基礎研究を行なった
のである｡ かかる研究によって, 現在実用されている空気式制御機器の静的な特性はもちもん 動 的 な特
性, たとえば積分あるいは微分の演算動作についてもその詳細が判明し, 今後のプロセス制御- の応用に
きわめて有益な資料が得 られた｡
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